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2012年12月11日
国際ロータリー第2780地区
クラブ会長　　各位
ガバナー補佐　各位
　国際ロータリー第2780地区　　ガバナー　　菅原　光志

R財団委員長　小佐野　圭三
職業研修委員長　望月　　望
末来の夢計画ＶＴＴ（Vocational Training Team）プロジェクトの募集について
標記の件につきまして、2013－2014年度から始まる「末来の夢計画」（Future Vision Plan）において、ロータリー財団が推奨するグローバル補助金を活用した新しい職業研修プログラムVTT（Vocational Training Team）がスタート致します。当地区におきましては、これまでの研究グループ交換（GSE）の実績をふまえ、各クラブからロータリー財団の目指す6つの重点項目に合致した研修プログラムの申し出があれば、積極的に支援し実現したいと考えております。
つきましては、実施を計画したいプロジェクトをお持ちのクラブは、下記の募集要項に従い各ガバナー補佐を通じてお申し込みください。（応募書式は別添のとおり）
記
募集期間：2012年12月11日（火）～2013年1月11日（金）
　　　
応募方法：所定の提案書に記載のうえ、各グループガバナー補佐にご提出ください。
選考方法：①2013年1月に開催する職業研修委員会で決定。
　　　　 　 ②提出された計画書について説明を必要とする場合は、
提出クラブ代表者の出席を依頼いたします。
選考基準：①別紙（VTTプログラム　プロジェクト募集の方針参照）
　　  なお、採択されたプロジェクトはクラブと職業研修委員会の間で実施に
　　　向けた調整をしてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局：ガバナー事務所　久留　　　
ＶＴＴプログラム、プロジェクト募集の方針
1.グローバル補助金の対象となるロータリー財団の６つの重点項目に合致していること。

2.プロジェクトは当地区からの派遣チーム、当地区への受入チームが具体的且つ奉仕に結び付く研修活動になること。（見学、視察のみにならないこと）

3.派遣地域、受入地域のロータリークラブあるいは地区と協力関係が築けるプロジェクトであること。

4.継続性を期待できるプロジェクトであること。（最低でも３年）

5.当該年度予算（2013-2014年度は下限３万500ドル）の範囲で可能なもの。

　　事業予算の内訳は以下のとおり

　　ＤＤＦ（13000）　+クラブ拠出金（3000）+ＷＦ14500（ＤＤＦ同額+拠出金50％）

　　ゆえに、申請クラブは最低3000ドルの拠出が条件になります。

6.地域の関係団体（ＮＧＯ、大学等）との共同プロジェクトは可能とする。但し、関係団体との事業に対する理解、協力関係が築かれていること。

7.派遣、受入の期間は１～２週間程度。（目安）

8.派遣、受入のチーム編成はロータリアン１名とメンバー３名以上とする。（メンバーの数は予算及び事業規模によって決定する）

9.派遣メンバーの選考については一般公募の有無を含め、プロジェクトの内容によって定める。

以上

